
　　　　１　総　評

①

　　　　　　２８，３００冊
（内数）
　　購入　　　２０，３２０冊
　　寄贈　　　　７，９８０冊

２７，６４８冊
（９７．７％）

資料受入冊数

　総じて良好に運営され、運営改善に向けた努力がなされている。
  特に、学校教育支援・家庭教育支援の充実においては、絵本の読み聞かせ等の講師として積極的に職員を派遣し、職員の持つ知識を
広める努力がされていることを評価する。
　なお、今後も、県立図書館の利用度を高めるよう、図書館事業の啓発・広報に努めるとともに、県民のニーズに応えるよう県内
公共図書館、高等学校図書館及び大学図書館等との連携を図りながら、県内図書館サービス全体の向上を図るよう努力されたい。

摘　　要区分

Ａ

 ５７０，０００件
５３４，６０２件

（９３.８%）

７４．１％
（１０５．９％）

５０８，０００人
４８１，７８２人
（９４．８％）

ＡＡ

Ａ

　満足度７０％以上
(満足度６段階の上位２段階）

③

ホームページへのアクセ
ス件数

来館者満足度

３

　平成２３年度 千葉県立図書館の運営状況の評価

サービス評価指標 平成２３年度達成目標 平成２３年度達成状況 評価

１
　
所
蔵
資
料
の
充
実

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年  ７月  ４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県図書館協議会

震災の影響もあったが、県民の課題解決に役立
つ展示や集会行事を開催するとともに、積極的な
広報にも力を入れ、県民の来館を促した。

①県民の調査研究活動を支援するために必要な
資料の購入に努めた。
②３館で効果的な分担収集を行った。
③ 出版情報の収集等に努め，寄贈依頼を積極的
に行った。
④光をそそぐ交付金により、児童・生徒のための
読書環境整備のための資料等を購入した。
⑤千葉県公立学校職員互助会からの寄贈によ
り，学校図書館支援用図書や視聴覚障害者用資
料等の整備を行った。

①接遇などの館内研修を行い、利用者に気持ち
よく利用してもらえるように、サービスの向上に努
めた。
②研修等により、職員のスキルアップに努め、質
の高いサービスの提供を目指した。

２
　
来
館
利
用
・
情
報
ア
ク
セ
ス
の
充
実

② 来館者数

④

①ホームページに掲載する内容の充実を図った。
②県立学校への物流体制を確保し、ホームペー
ジから調べ物学習支援用資料の借用申込みがで
きるようにした。

①利用者にレファレンスサービスについて積極的

⑤
３１，７８１件
(９０．８％）３５，０００件レファレンス件数

３
　
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑥ ＡＡ

⑦

Ａ

６５件 ＡＡ

【新規】
調べ方案内（パスファイン
ダー）の作成件数

１２件
１２件

（１００．０％）

⑨ １，５００件

４
　
千
葉
県
関
係
情
報
の
充
実

⑧ ５，５００件

Ａ

【新規】
国立国会図書館のレファ
レンス協同データベース
への事例提供件数

中央図書館千葉県資料室の豊富な資料を利用し
て、千葉県関係資料に関する調査回答の一層の
向上に努めた。

ＡＡ

千葉県関係のデータベースのデータの蓄積に努
めることにより，内容の精度を高め，充実を図っ
た。【新規】

千葉県関係データベース
入力件数

【新規】
千葉県関係レファレンス
件数

６７件
（１０３．１％）

９,７０６件
（１７６．５％）

１，４２５件
（９５．０％）

 
庭
教
育
支
援
の
充
実

５
　
学
校
教
育
支
援
・
家

⑪

⑩ 　１２回

１３，０００冊 ＡＡ

１５回
（１２５．０％）

ＡＡ

１３，０２５冊
（１００．２％）

【新規】
教職員等に対する研修
等の開催回数及び講師
派遣件数

【新規】
県立学校等への資料貸
出冊数

に広報し、利用の促進に努めた。
②利用者への明るい対応を心がけるとともに、フ
ロアワークを推進して気軽に相談できる雰囲気作
りに努めた。
③所蔵調査の件数だけでなく、資料調査、事項調
査の件数の向上が課題である。

①教職員の会議・集会等で、県立図書館が職員
を講師派遣することを周知するよう努めた。
②職員の資質向上を図り，講師が務められる職
員を養成した。

①県立学校等への運営相談を通じて利用促進の
ＰＲに努めた。
②県立学校等に対する支援や連携の強化に努め
た。

レファレンス事例をデータ化し，国立国会図書館レ
ファレンス協同データベースへの提供に努めた。

テーマ別にパスファインダーを作成し，レファレン
スの効率化や活性化を図った。



摘　　要区分 サービス評価指標 平成２３年度達成目標 平成２３年度達成状況 評価

ＡＡ

ＡＡ

録音図書貸出タイトル数 Ａ

【新規】
児童サービス研修会の開
催回数

３６，７７６冊
（１０５．１％）児童書の資料貸出冊数

１０，０００タイトル
９，３２７タイトル

（９３．３％）

３５，０００冊

 
の
充
実

７
　
障
害
者
サ
ー

ビ
ス

⑭

⑫

６
　
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑬

８
　
市
町
村
立
図
書
館
等
と
の
連
携
強
化

⑮
県立図書館蔵書貸出冊
数

⑯

⑰
【新規】市町村立図書館
等蔵書の相互貸借冊数

【新規】
研修会の参加者数

９

Ａ

①相互協力担当者会議の開催や相互協力支援
システムの活用により、相互貸借の利用促進に努
めた。
②千葉県内図書館横断検索システムや図書館
ネットワークの広報に努めた。

職員が研修会の講師を積極的に勤めることによ

①録音図書のデータを全国のネットワークに提供
し、利用促進に努めた。
②県民向けの講座の開催やホームページでの広
報を充実させ、録音図書の利用促進を図るととも
に、県民が障害者サービスへの理解を深めること
に努めた。

①相互協力担当者会議の開催、及び、市町村立
図書館等への訪問や運営相談を通じて、県立所
蔵資料の利用促進を図った。
②県立図書館の資料は図書館ネットワークにより
最寄りの市町村立図書館等を通しても利用できる
ことを積極的に広報した。

①３館で情報を共有し、実践的で効果的な研修を
実施した。
②研修時のアンケート結果や先進事例を検討し、
ニーズに合った研修を実施した。

６回
７回

（１１６．７％）

①児童サービスの基本について、県内図書館員
を対象に研修を実施した。
②読み聞かせボランティアの育成に努めた。

ＡＡ

Ａ　９４，０００冊
９３，２２１冊
（９９．２％）

５００人
６０３人

（１２０．６％）

８５，１３９冊
（９９．６％）

　８５，５００冊

①図書館と 学校との連携を推進し、学校への資
料貸出しを増加させた。
②市町村立図書館への資料援助により、貸出しを
増加させた。
③公民館図書室等図書館のない自治体への資料
援助により、貸出しを増加させた。

図書館サービス指標　評価基準
ランク 評価内容 評価の目安

ＡＡ 目標以上達成 100％以上

　Ａ 目標をほぼ達成  90％以上100％未満

　Ｂ
一定の成果はあったが未
達成

 70％以上90％未満

　Ｃ
目標を未達成のため改善
を要す

 70％未満

⑲
図書館ボランティアの育
成者数

【新規】
研修会の講師件数

９
　
研
修
等
の
充
実

⑱

ＡＡ

①図書館音訳者養成講座を開催し、音訳者に必
要な知識や技能の向上を図った。育成に努めた。
②「子どもの本の読み聞かせ講座」を実施し、ボラ
ンティアの育成に努めた。
③県民のボランティア活動を支援した。

ＡＡ

職員が研修会の講師を積極的に勤めることによ
り、職員のもつ知識を広め、併せて研修会の内容
の充実を図った。

２８２人
（１００．７％）

２８０人

３１件
（１５５．０％）

２０件


